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業績予想の修正並びに固定資産の減損損失の計上に関するお知らせ 

 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2022年８月４日に公表いたしました2023年３月期通期の業績予想を下記

のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。また2023年３月期第４四半期会計期間において、

一部の固定資産について減損損失を計上する見込みとなりましたので、併せてお知らせいたします。  

 

記 

 

１． 2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

12,700 1,050 1,260 900 373.17 

今回修正予想（Ｂ） 12,700 970 1,250 740 306.97 

増減額（Ｂ－Ａ） － △80 △10 △160  

増減率（％） － △7.6 △0.8 △17.8  

(ご参考)前期実績 

(2022年３月期) 12,038 913 1,239 870 361.01 

   

２． 2023年３月期通期個別業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

12,000 780 1,220 940 389.75 

今回修正予想（Ｂ） 11,500 660 1,150 730 302.82 

増減額（Ｂ－Ａ） △500 △120 △70 △210  

増減率（％） △4.2 △15.4 △5.7 △22.3  

(ご参考)前期実績 

(2022年３月期) 11,356 623 1,036 729 302.60 

 

３． 修正の理由 

 当社グループの業績の状況につきましては、機械部品事業では、半導体・電子部品市場において、

ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）用磁気ヘッド基板が、当連結会計年度下半期より、データセンタ
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ー向けＨＤＤの在庫調整による影響を受け、減収となっていることや、衛生用品機器市場においては、

市場環境の変化や顧客の投資抑制からの業績回復の遅れが継続しております。また、電機部品事業で

は、自動車部品市場において、在庫調整等によりＥＶ用リレー接点の需要が伸び悩んでおり、特に第

４四半期は厳しい事業環境の中で推移しております。 

売上高につきましては、連結決算ではこれまでの円安基調に伴う海外子会社の増収効果等により、

概ね通期予想値どおりの売上高が見込まれるものの、個別決算では通期予想値を下回る見込みであり

ます。損益面においては、個別売上高の減少により、営業利益及び経常利益は連結・個別ともに通期

予想値を下回る見込みであります。 

 また、下記４に記載のとおり、機械部品事業の衛生用品機器市場向けの製造設備においては、受注

回復までに相当程度の期間を要する見通しであることから減損損失を計上する見込みとなり、親会社

に帰属する当期純利益及び（個別）当期純利益につきましても、通期予想値を下回る見込みとなりま

した。 

上記により、2022年８月４日に公表いたしました2023年３月期の連結及び個別通期業績予想を修正

させていただきます。 

なお、半導体・電子部品市場や自動車部品市場においては、今後も成長が期待される市場であり、

一定期間内に復調していく一時的な調整局面とみております。また、衛生用品機器市場におきまして

は、今後営業体制及び技術・開発力の強化を進め、当面の需要低迷期においても継続的に利益を創出

できる収益構造への転換を図ってまいります。 

 当期の期末配当金は、配当性向の目安にかかわらず、安定的な配当を維持する観点から、2022年９

月15日に公表した期末配当予想の通り、１株当たり60円を予定しております。 

 

４．固定資産の減損損失計上について 

機械部品事業の衛生用品機器市場において、新型コロナウイルス感染症の影響による減収後、市場

環境の変化や顧客の投資抑制からの回復の遅れが継続していること等により収益性が低下する見込み

となり、直近の業績の動向を踏まえた将来の回収可能性を慎重に検討した結果、2023 年３月期第４四

半期会計期間において、当社が保有する機械部品事業の衛生用品機器市場向けの固定資産（建物・機

械設備等）の帳簿価格を回収可能価額まで減額し、減損損失として約２億円（金額は概算）を計上す

る見込みであります。 

 

※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 

 


